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　 1．は じ め に

　中国 山地東部を 占める兵庫県 北西 部には ，鮮新世か ら中期更 新世 にか けて噴 出した （Furuyama　et　aL
，

1993；先山ほか ，1995）鉢伏 pt．i，瀞川 山，氷ノ山などの 火山が分布し，これらの 火 山とそ の 周 辺地城 には，大沼

湿原 ， 小 沼湿原，古生 沼，杉ヶ沢湿 原，加保坂湿 原などの 高地湿 原や 池 沼が発 達して い る．この うち兵庫県香

美町 に位置する大沼湿 原 （図 1）は ， 面積が約 2ha あっ て，兵庫県内で最大面積の 高層湿原とされ る（竹 中・児

島，1987），

大沼湿原周辺地域は大 山火 山 の 東 方約 80  に位置して お り，姶良 Tn 火山灰 （AT ：町 田
・新井，1976）や ア

カ ホ ヤ火 山灰 （K −Ah ：町 田 ・新井，1978 ）の 広域テ フ ラに加えて ， 大山火 山起源 の テ フラが分布 する（加藤ほか ，

2001），大山火 山東麓におい て は ，AT 直上 に堆積する大山上部火 山灰層中の テフ ラとして，下位より順に下の

ホ
ー

キ （Sh），
オ ドリ火砕流 （Od），上の ホ

ー
キ （Uh ），弥山軽石 （MsP ）がある（町 田

・新井，1979；津久井 ， 1984；

岡 田
・石 賀，2000など）．こ れらの 大山上部火 山灰層に属するテ フラの 中で Sh および MsP が ，　K −Ah や AT とと

もに，大沼湿 原 の 堆 積物 中に挟まれ る ことが確認 されてい る（加 藤ほ か，2006）．

　2002 年末か ら 2003 年に かけ て大沼湿原 にお い て掘削された合計 5本の ボーリン グ コ ア か ら，K −Ah，　AT ， 大

山上部火 山灰層中の Sh ，
　MsP に加えて ，新た に 2 層の テフ ラが見出された．本研究では，新たに見出された 2

層 の テフ ラの 層位と層相 ，岩石 記載的特徴を記載し，中国山地 の 大 山火山や三 瓶火 山を給源とするテフ ラ，あ
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図 1 中国山地東部の 大沼湿原と大山火 山お よび 三瓶火 山の 位置．

　Loc．1（下福 田）は大 山中・上部火 山灰 層 の 模式 地の ユつ ．★ 印は琵 琶湖高島沖ボーリン グ コ ア採 取地 点 （吉

川 ・井内，1991）を示す，

Fig．I　L・caliti… fth・ Ohn ・m ・ M … i・ the　east ・ m 　p・rt ・f　th・ Ch・g・k・ M ・unt ・i… 　and ・f　D ・i・en　and 　S・mb ・

丶1blcanoes．
L ・・．1（Shim・fUk・d・）i・・ n ・ ・f　th・ typ・ ・t・atig・aphi ・ ・ecti・n・ ・f　th・ D ・i・en 　UpP ・・ Vb1・ ani ・ A 寧F・  ・ti・n ・　An

asterisk 　indicates　a 　locality　ofthe 　Takashima−Oki　boring　site 　in　Lake 　Biwa （Yosikawa　and 　Inouch1， 1991）．
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るい は近畿地方に お い て既知 の テ フ ラとの 対比 を試み る．さらに 湿原堆 積物 に つ い て 得られた多数の 加速器 質
量分析法 による放射性炭素 （AMS −14C ）年代に基づ き ， 湿原堆積物中に挟 まれる Sh，

　MsP ，
　AT の 3 層の テ フ ラ

と，新たに発見 対比された 2 層の テ フ ラの 噴出年代を推定する，

　 ∬． 湿原堆積物およびテ フラの 層相 ・層序

　 大沼湿原は ， 西 方を滑落崖により，北 ・南・東 の 3 方を地す べ りブロ ッ クに より，それ ぞれ境された ひ ょうたん状
の 外形を持ち，湿原 面の 最低標高は約 810m で ある，本湿 原は ， 約 3 万 年前以前に鉢伏 山北東斜面 で生 じた

大規模地滑り・崩壌により形成された凹地が次第に埋積され て発達したもの で あり， 現在の 湿 原は K −Ah 降下前
の約 1．15 万年前から形成され は じめたとされる（加藤ほ か

，
2006 ）．大 沼湿原の 地下 には厚 さ 30m をこえる堆積

物があり，堆積物の 厚さは湿原の 幅が最も広くなる中央部付近で
，
60m 以 上と最も厚い ．

　 2002 年 ll月 〜12 月と 2003 年 5 月 〜6 月 に ， 湿原堆積物の 厚さが最も厚い 中央部付近におい て ，　OB1 〜

OB5 とよぶ合計 5 本の ボー
リン グコ ア を採取した ．　OBl コ ア は ， 湿 原西方の 滑落崖により近い 箇所で掘削された

オ
ー

ル コ ア ボ
ー

リン グで
， 掘削深 度は 25m で ある．　OB2 コ ア掘削地点は ，

　OBI コ ア掘削地点か ら北東に 10m 離
れた湿原 中央部付近 に位置する．ここで は深 度 65m まで オ

ー
ル コ ア ボー

リングを行っ たが ， 基盤 の安 山岩 には

達しな か っ た．OB3 〜 OB5 の 3 本 の コ ア は，詳細古地磁気変動を明らかにするために新たに開発した定方位サ

ン プリン グ手法（Katoh，
2005）により採取した．　OB3 コ アとOB4 コ アは OB2 コ ア採取地 点の 05 〜1m 東で，　OB5

コ ア は約 lm 西 で ， それ ぞれ採取した，　OB3 コ アでは深度約 45〜16．7m の 定方位堆積物を，　OB4 コ ア で は深度
約 3．9〜53m ，約 6．0 〜 7．lm

， および 約 10．0〜10．8m の 定方位堆 積物 を ，
　OB5 コ ア で は深度約 3．9〜4．9m の 定

方位堆積物を，それぞれ採取した．

　これ らの ボー
リン グ試料か ら，大沼湿原の堆積物は 以下 の 地 層から構成されることが明 らか になっ た．深度約

3m まで は未分解 および弱分解の 泥炭層から構成され，深度 2．8〜2．6m に褐色火 山灰 （K −Ah ）が挟まれ る，
K −Ah 前後と深度 1．5〜2m 層準 には ， 樹幹と思われる木片が多く含まれる，深度約 3〜17m は暗灰色〜暗灰褐
色の粘 土 〜 シ ル ト質粘土層か ら構成され，深度 12m 以深には安山岩の 細礫が混入する層準が ， 2，3 層準認め

られる．深度 8．2〜9．Om 問に厚さ40〜50cm の 強分解泥炭層が挟まれ る．深 度約 7．1〜7．4m には明灰 色火 山灰
（Ar）が挟まれ ， そ の 直上 の深度 6．9〜65m 間には灰褐色火 山灰と白灰色細粒軽石 が挟まれ て お り，それぞれ
大山上部火山灰 層 中の Sh および MsP に対比 され て い る（加藤 ほか，2006）．深度約 17m 以 深 の 堆積物 は 砂質
粘土をマ トリクス とする風化砂礫を主体とした粗粒堆積物か ら構成され，最上部の 深度 17〜20m と最下部 の 深

度 60〜65m に ， 安山岩角礫混じりの褐色砂質粘土〜粘土層と風 化砂礫層との 互層が発達する，図 2 に ，深度
25m 以浅の 大沼湿原堆積物の層相と層序を示 す．

大沼湿原にお ける深 度約 17m 以浅の 細粒堆積物 中には，　K −Ah，　MsP ，　Sh，　AT の 4 層 の テ フ ラに加え て
， 新た

に 2 層準で 肉眼によりテ フ ラが確認 された （図 2）．OB4 コ ア の 深度 4，700〜4．685m には，厚さL5cm の 白灰 色
細粒火 山灰 （テ フ ラ  ）が挟まれる．テ フ ラ  は ， 斜長石や緑色普通角閃石 に加 えて金色を呈する黒雲母 の 結
晶が散在し，ややゴ マ シ オ状を呈する．OB3 コ ア とOB5 コ ア の 深度 4．7m 前後で は重鉱物含 有量の 急増や重鉱
物組成に占める緑色普通角閃石 の割合の 急増が確認され ，肉眼で は認定で きない もの の ，堆積物の粒子組成
の 特徴か ら，テ フ ラ  降灰 層準 を両コ ア にお い て認定できる．OB2 コ アとOB3 コ ア で は，深度 12．6〜12．7m 間に

厚さ 2cm ほどで ， 緑色 普通角閃石が濃集し，白色細粒軽石 が散在するテ フ ラ降灰 層準が ，肉眼で 認定できる．
OB3 コ ア では ， 緑 色普通角閃石 の 濃集層準の 境界は明瞭であり，テフラ純層 に近い ．本研 究で は，　OB2 コ ア の

テ フ ラ降灰 層準をテ フラ  ，OB3 コ ア の テフ ラ降灰層準をテ フ ラ  とよぶ．堆積物の 粒子組成 に お い ても ，
こ れ

らの テ フ ラ降灰 層準で斜方輝石 と不透 明鉱物を主とする直上 ，直下の 重鉱物組成が緑色普通 角閃石 を主 とす
る重鉱物組成 に急 変しており，含まれ る火山ガラス の 特徴もテ フラ降灰層準で 変化する．この ように堆積物 の 粒
子組成の 変化からも， 両 コ アにお い て テ フ ラ  ・

テ フ ラ  の 降灰層準が認定できる．

　 皿 ．湿原堆積物の AMS 」 4C
年代

大沼湿原 にお い て採取した OB2 〜OB5 の 4 本の コ ア堆積物 にっ い て ， 全 27 層準で堆積物に含まれる樹幹
や木片 ， 堅果，および泥 炭の ， 合わせ て 27 試料を対象とした AMS −i4C 年代測定を実施 した（表1）．

　 OB2 コ アでは 10層準の 10 試料にっ い て AMS −14C 年代測定を実施した （ft　1，図 2）．AT 直下の 泥炭層最
上 部まで は，得られた AMS −14C 年代に層位的な矛盾はなか っ たが，この 泥炭層 の 最下部 （試料 No ．8）と深度
9．73m の試料 No ．9 で は ，得られた AMS −14C 年代に上下が逆転する問題 が生 じた．この うち試料 No．9 は，コ ア

採取時に AT 上位 の 堆積物から混入 した木片を測定したこ とが，そ の 原因で あると考えられる．試料 No ．8に つ い
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図 2 深 度 25m 以 浅 の 大沼湿原 堆 積物の層相，層序とAMS −L4C 年代．

　テ フ ラ の名称と略 号は ，ア カホヤ テ フ ラ（K −Ah ），
三 瓶浮布テ フ ラ（SUk ），姶 良 Tn テ フラ（AT ）は町 田・新井

（1992）に ， それ 以外 は岡田 ・石 賀（2000 ）に従 っ た．

Fig．2　Geologic　columnar 　sections 　of　the　core 　sediments 　taken　at　the　Ohnuma 　Moor 　with 　AMS −14C 　dates　and
correlated 　tephra　layers．

　K −Ah ： Kikai−Akahoya　Vblcanic　Ash　Beds，　SUk ： Sambe −Ukinuno　Volcanic　Ash　Beds，　MsP ： Daisen−Misen

Pumice　Beds ，
　Sh ： Daisen 　Shitano−hoki　Volcanic　Ash　Beds，　AT ：Aira−Tanzawa　Volcanic　Ash　Beds ，　Nh ： Daisen

Nise−hoki〜Volcanic　Ash 　Beds． 「rephra　names 　are　after　Machida　and 　Arai（1992）for　K −Ah ，　SUk 　and 　AT
，
　and 　after

Okada　and 　Ishiga（2000）for　MsR 　Sh　and 　Nh ，
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表 1 大沼湿原 の 堆積物 の 加 速器質量分析法 による
14C

年代
Table　l　AMS −14C 　dates　obtained 　for　the 　Ohnuma 　Moor 　sediments ，

Samp且e　No・　 Core　No．　 Depth （m ）　 Material δ
13C

（％o ）　 Age （
14CyBP

） Lab．　Code
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ゐ
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認

％

孤

舩

　 1
，
862 士 26　　N「1JTA2 −7102

　 3
，
703 ± 28　　N「UTA2 −7103

　 7，658 士 33　 NUTA2 −7104
　11，487 ± 40　　NUTA2 −7101

24，067 ± 85　 NUTA2 −7105
26

，
256 土 120　　NU 月巳へ2−7108

27
，
450 ± 133　　NUTA2 −7109

27
，
212 ± 131　　NUTA2 −7110

21
，
518 ± 89　 NUTA2 −7111

34，994 ± 227　 NUTA2 −7112

16，432 ± 43　 NUTA2 −9682

20，191士 53　NUTA2 −9678
22，227 ± 60　　NUTA2 −9679
23

，947土 67　　N「U］巳へ2−9687
16

，
731 ± 57　NUTA2 −9688

26
，
267 ± 80　NUTA2 −9680

27，301 ± 83　　N 「1J］FA2−9689
28，201 ± 92　 NUTA2 −9681

30，677士 109　NUTA2 −9690
31

，
968 ± 120　NUTA2 −9691

34
，
418 ± 144　　NUTA2 −9692

35
，
780 ± 161　　NUTA2 −9694

36，480 ± 174　 NUTA2 −9683
37，117 士 183　　M 月rA2 −9684
37，556 土 191　NUTA2 −9695
15，982 ± 42　　NUT ，へ2−9674

　 4
，
940 土 24　　NUTA2 −9675

1）バ ックグラ ウン ドは名古屋 大学 で 用意 した Rod 　Graphiteの 結果を用 い て 差し引い た．

2）試料の
1
℃ ／

12C
値は年代測定セ ンターで 作成した標準体 （Hox−II）　6個の 測定結果を用 い て算出 した．

3）炭素同位体分別補正 は Tande −llで測定した δ
亅3C

値を用 い て 行 っ た．

ても，直上 の 試料 No．7 と類似した AMS −i4C 年代を示 して い ることか ら， 泥 炭層の 直上か ら混入した木片に つ い

て年代測 定 を行 な っ た 可能性 が 考えられる．

　OB3 コ ア は詳細古地磁気 変動の 解明を目的として採取した コ ア堆積物であるため ， 15層準の 15試料に つ い

て ， 測定試料を吟味したうえで AMS −14C 年代測定を実施 した ，得 られ た測定結果 は，　Sh 直上 の 木片試料
（No．17）で 上位よりも新しい 年代が得られたほ か は ， 層位や Ar の 推定噴出年代と整合的な結果が得られ た，試
料 No ．17 は，炭化処 理 後 の グラフ ァイト量が 0．25mg と微量であり（他は全 て 0．8mg 以上），測定試料の δ　

13C
値

が 一36 ％・と他 の 木片 に比 べ て異常な値を示して い る（表 1）．こうした ことから， 試料の 前処理 時に混入した何ら

か の 新しい 炭素の影響が 大きく，年代が若返 っ た可能性が高い と考えられる．

　OB4 コ ア ではテフ ラ  の 16cm 上位の 層準（深度 454m ）に含まれ る木片を試料 （No ．28）として，　OB5 コ アで は

最 下部の 深 度 4．99m に含まれる木片を試料 （No ．29）として ， それぞれ AMS −14C 年代測定を実施した．試料
No．28で は層位 に矛盾 の ない 年代が 得られたが，試料 No ．29は明らかに新しい 年代を示した．年代からみると，
サン プラ

ー
の 刃先に引っ 掛けられ た深度 3m 以浅 の 泥炭層 中の木片が，サ ン プラ

ー押し込み時 に 目的採取深
度 の 堆積物に取り込まれ た ことが推定され る．古地磁気測定によっ て も OB5 コ ア で コ ア試料の 乱れ が 著しい こ と

が判明 して お り，
この 推定は確か で あると考えられる．

以上 から本研 究 で は ，OB2 コ ア に つ い て得られ た 8層準の AMS −14C 年代，　OB3 コ ア にっ い て得られ た 14層
準の AMS −14C 年代 ，　OB4 コ ア につ い て得られた 1層準の AMS −「4C 年代の ，合わせて 23 層準の AMS −14C 年代
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を ， テ フ ラの瞶出年代を推定する際の 年代データとして 用い る．

　 N ． テフラの 岩石記載的特徴

OB4 コ ア の 深度 4．700 〜4．685m にはさまれるテ フ ラ  ，　OB2 コ アとOB3 コ ア の 深度 12．6〜12．7m 間に挟まれ

るテ フ ラ  ・テ フ ラ  に つ い て ，岩石 記載的特徴を明らか に し た 俵 2，図 3）．岩石 記載的特徴 は加藤 ほ か

（2001 ）に従 い
， 粒 子組成 ・重鉱物組成・火 山ガラス の 形状組成を分析した．火 山ガラス ・斜方輝石 ・普通 角閃

石
・
カミン グトン 閃石 に つ い ては各 30 片以上の 屈折率を ， 檀原 （1993）や鎌田ほ か （1994）に従 い

， 温 度変化型

屈折率測定装置（RIMS86 ／RIMS2000 ）を用い て測定した．以 F に ，各テ フラの 岩石 記載的特徴を記載する．

テフラ  （深度 4．700〜 4．685m ，厚さ t5cm）

　テ フ ラ  の 粒子 組成は ，軽鉱物 ・火 山ガ ラス ・ガラス 質岩 片を主体とし
，
10％未満の 重鉱物を伴う．軽鉱物に

は石英が含まれる，火 山ガラス は無色透明の 多孔質型が主で あり，その 他の ガラス を伴う．AT 起源と推定される

無色透明 の 扁 平型ガラス を少 量混入 する．そ の 他の ガラス では ， 淡紫〜淡褐色を呈して斜長石 ・石 英や重鉱物

の イン クル ージョ ンを含むブ m ッ ク状ガ ラス が多い ．重鉱物組成は ， 緑色普通角閃石 （78．5％）とカ ミン グトン 閃石

（75 ％）で 85％以上を占め，少量の 不透明鉱物 （85 ％）と，微量 （2％以下）の 燐灰石
・黒雲母 ・褐色普通角閃

石 ・斜方輝石 を含む ．火 山ガラス の 屈折率は n＝1．496−1，501 （モ
ー

ドは L499）である．緑色普通角閃石 で は ， 屈

折率 n2＝ 1．672−1．680（1．675−1．676＞の結晶が大半を占め ，
　n1＝1．687−1．691の 高屈折率を示 す緑色〜褐色普通角

閃石 が極微量含まれる，前者の 結晶の 大半には火 山ガラス が付着するが，後者の 結晶には 火山ガラス は付着

してい ない ．カミン グトン 閃石 の 結 晶び）多くには火 山ガラス の 付着が認め られ ， その 屈折率は n2 ； L661−L667

（1．663）である．

テ フラ  （深度 12．66〜 12．68m
， 厚さ2cm ：OB2 コ ア），テフラ  （深度 12．663 〜 12．635m

、 厚さ2．8cm ：

OB3 コ ア）

　テフ ラ  とテ フラ  は酷似した岩石 記載的特徴を示し， 湿原堆積物 中に挟まれる深度も良く
一
致することから，

同
一

の テ フ ラであるとみ なされる．いずれも 90％以 上が軽鉱物 （石 英を含む）とガラス 質岩片からなり，lO°

／。未満
の 重鉱物を伴う，火 山ガラス は極微量 （1％未満）で ある，火 山ガラスは，テ フ ラ  では無色透明の扁平型および

多孔質型の ガラス と，淡褐色〜褐色に着色した ガラス を含むそ の 他の ガラス からなる，扁平型ガラス には，上位

にある Ar 起源 の ガラス が混入 してい る可能性が高い ．テフ ラ  では火山ガラス の 含有量が著しく少 なく， 着色し

たガラスを含むその 他の ガラス が大半を占める，重鉱物組成は，い ずれも緑色普通角 閃石 （70％以上）が主で，

少量 の 斜方輝石 （5〜20％ ）と， 5％未満 の 不透明鉱 物 ・燐灰 石 ・黒雲母 ・カミン グトン 閃石 ， 極微 量 G ％ 以下 ）の

褐 色普通角閃石
・単斜輝石

・ジル コ ンを含む．緑色普通角閃石 で は，火山ガラスない しガラス質岩 片が付着す

る結晶が 半数以上 を占める．斜方輝石 にはそうした結晶がほとんど含まれず ， 溶食され て角が丸 くなっ たり，端

部がささくれ 立 っ たりする結晶が大部分を占める．カミングトン 閃石 と緑色普通角閃石 が共存する結晶が認めら

れ ，この ような結晶を含めると緑色普通角閃石とカミングトン 閃石 の 比 率は ，テ フ ラ  で 90％ ；10％，テ フラ  で

94％ ：6％である．火 山ガラス の 屈 折率は ， テフ ラ  で n＝＝1．494−1．501（1．499）， テ フラ  で n軍L494 −1502 （1．500）
で あり，良く

一一
致する，斜方輝石 の 屈折率は い ずれも広範囲で あり，γ

・ 1．705−1．716の 屈折率を示す結晶が多く，

γ
＝1．694・L703 の より低屈折率 の 結晶を少 量含む ，緑色普通角閃石 では ， 屈折率 n2＝1．670−L686 （モ ー

ドはテ

フ ラ  で L679 −L680 ，テ フ ラ  で 1．677 ）の 結晶が大半で あり，　n2 ＝ 1．685 −L695 の 高屈折率を示す緑色普通角閃

石 が極微量含まれる，カミングトン 閃石 の 屈折率は良く
一一Stし，　fi2＝1．660−1．665（1．662）である．

　V ．テフラの 対比

大沼湿原の 堆積物中に新たに見出され た 2 層の テ フ ラ（テ フ ラ  とテフ ラ  ・  ）の 層準は，テ フ ラ  が K −Ah
〜MsP 間に層位し ， テフ ラ  ・  は Ar よりも下位 に層位して い る．大沼湿原周辺 地域で は，　AT 下位 に層位する

テ フ ラとして，大山中部火山灰層 中の 大 山関金軽石 （DSP ：町 田 噺 井，1979）が記 載され てい る （加藤ほか ，
2001）．テ フ ラ  ・  の 下位に DSP は挟まれ ておらず，本テ フ ラは DSP 降灰後，　Ar 降灰以前に噴出したテ フ ラ

で あると推定される．

　テ フ ラ  は明瞭な層をなさない ため，岩石 記載的特徴，とくに重鉱物組成に 関して は注意が必要で ある，重

鉱物の 主体をなす緑色普通角 閃石 は 自形をなし，火 山ガラスない しガラス質岩 片の 付 着する結晶 が 半数 以上

を占めることか ら，テフ ラ構成粒子 の 大半を占めるとみなされ る．しかし，斜方輝石 の 大部分は直上 ・直下の 堆積
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物粒 子 の 主体をなす斜方輝石 と類似した風化 の 進ん だ形状を示し，テ フラ構成粒子の 主体をなすとはみなせ

ない ，カミン グトン 閃石 は ， 緑 色普通角閃石 と共存する結晶が認められることと，堆積物粒子 中に全く含まれ ない

ことか ら，
テ フ ラ構成粒子とみられる．さらに，ほ ぼ純層とみなされ るテフ ラ  の 重鉱物組成か らみ て ， 本テ フ ラの

重鉱物組成は，緑色普通角閃石 を主 体とし， 少量 の 斜方輝石 ・不透明鉱物・黒雲母
・燐灰 石 ， 微量の カ ミン グト

ン 閃石 ・褐色普通 角閃石を伴うもの であると推定される，斜方輝石 の 屈折率分布 （図 3）で は ，大 半を占める γ
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図 3 大沼湿 原堆 積物 中の 2層の テ フ ラと偽ホ
ー

キ火 山灰 （Nh ）の 火山ガラス ，斜方輝石 ，緑色普通角閃石 ，カ

　ミン グトン 閃石 の 屈折率頻度分布 ．

分析した Nh の 試料は 大 山火 山南方の 下福 田 露頭 （図 LLoc ．1）で採取 した ．
Fig．4　Distributions　of 　refractive 　 index　of 　volcanic 　glass　 shards ，　 and 　 of 　orthopyroxene

，
　green　homblende，

　and

　cummingtonite 　phenocrysts　for　tWo　tephra　layers　newly 　found　in　the　Ohnurna　Moor 　sediments 　and 　Nishe−hoki
V （）lcanic　Ash 　Bed （Nh ）sampled 　at　ShimofUkuda　south 　ofDaisen 　Vocano （Loc 」 in　Fig．1）．
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L705−1．716 の 屈折率 を示 す結晶は 二 次的粒子 であり，γ
＝1．694−1．703 の より低屈折率を示す少量 の 結晶が

，

テ フ ラ起源であると考えられる．こうした点から，テ フラ  ・  を構成する火山ガラス と重鉱物 の 屈 折率 特性は，火
山 ガ ラス で n＝1．494−1．502 （1．499−1．500），緑 色 普 通 角 閃 石 で n2・・1．670−1．686 ，カ ミン グ トン 閃 石 で

n2 ＝ 1．660−1．665（1．662）， 斜方輝石で γ
＝1．694−1．703 であると考えられる．

　DSP 〜AT 問に層位し，緑色普通角閃石 を主体とする重鉱物組成を有するテ フ ラで ， 近畿地方にも分布する と

予 想され てい るテ フ ラとして，三瓶火山起源の 三 瓶池 田テフ ラ（SI：町 田 ・新井，1992）がある．　SI は多孔質型火

山ガラス を主体とし，重鉱物組成も黒雲母が多く，斜方輝石 やカミン グトン 閃石 を伴わな い ．緑色 普通角閃石 の

屈折率もn2 ・1．670−1．676（1．673）である（町 田・新井，2003＞．この ような SIの岩石 記載的特徴はテ フラ  ・  の 岩
石 記載的特徴とはかなり異なっ ており，テ フ ラ  ・  が SI に対比 され る可能性は 低い ，

　
一

方，大山火山近傍では Ar と大山倉吉軽石 （DKP ：町 田・新井，1979）との 中間の 層準にあたる大 山中部火

山灰層中に，成層した火 山砂 ・火 山灰 と軽石 の 互層から構成される偽ホ ーキ 火山灰 （M ；岡 田・谷本，1986；岡
田 ， 1996）が認められ る Nh は，鴨 ヶ 丘火山灰 （KmA ：津久井 ， 1984）に相当し，大山火 山の東方 20  程度内

の 範囲に分布してい る（岡田 ・石 賀，2000）．Nh は ，大山中・上 部火山灰層 中の テフ ラの 中でも斜方輝石 の含有
量 が著しく少なく，カミン グトン 閃石 を含有して い る（岡田 ，1996；岡田

・
石賀 ，

2000）．こうした重鉱物組成は テ フ

ラ  ・  の 重鉱物組成と類似することか ら，
Nh とテ フ ラ  ・  との 対比が考えられる．しかし Nh の 岩石記載的特

徴，とくに火山ガラス や重鉱物の 屈折率特性が明らか にされ てい ない ため，本研究で は大山火山近傍 の 蒜山原
下福田（Loc．1， 図 D にお い て採取した Nh に つ い て ，詳細な岩石記載的特徴を分析した （表 2，図 3）．

　 Nh の 粒 子組成は ，軽鉱物 （石 英を微量含む 〉とガラス 質岩片を主体とし，火 山ガラス と重鉱物を 10〜20％伴う．
火 山ガラス は ， 鉱物粒子に付着するガラス やブ ロ ッ ク状の ガラス か らなるそ の他の ガラス が 90％以 上を占めるが，
下部で は 多孔質型ガラス が 30％以上含まれる．重鉱物組成 は，緑色普通 角閃石 （50〜70％）が主体で ，20〜
30％ の 不透 明鉱物，10％未満の 斜方輝石，5％未満 の カミン グトン閃石 を伴い ，微量の 黒雲母 ・燐灰石 ・褐色普
通角閃石 と極微量 の 単斜輝石 ・ジル コ ン を含む．火 山ガラス の 屈折率は n ＝1．494−L500 （1．498−L499）， 斜 方輝
石 の 屈折率は γ

＝ 1．699−1．707（L700−1．703）である．緑色普通角閃石 とカミン グトン 閃石 の屈折率は，中部の 軽
石層で n2＝1．672−L685 （1．675−1．676）および n2＝1．659−L666 （1．662）を示す ，緑色普通角閃石とカミングトン閃石

が共存する結晶を含んでお り，緑色普通角閃石 とカミングトン閃石 の 割合は 95％ ：5％〜93％ ：7％である．

　この ような Nh の岩石記 載的特徴は ， 不透明鉱物やカミン グトン閃石 の 含有量 と，緑色普通角閃石や斜 方輝
石 の 屈折率 の モ

ー
ドに相違が認められるもの の ，テ フ ラ  ・  の 岩 石 記載的特徴 に良く似 てお り，テ フラ  ・ 

は Nh に対比 可能で あると考えられ る．　DKP や DSP に代表されるように ， 大山火山起源の テフラには分布 の 主
軸が東方 へ 細長くの びる例が多い （岡田

・
石 賀，2000 ；町 田噺 井，2003）．Nh が大山火 山の東方約 80  付近

まで分布 して い る可能性が高い ことは ， Nh が類似した分布形態を取っ てお り，大沼湿原周辺地域がこ の ような
分布の 主軸に位置して い るため で はない かと考えられる，
K −Ah〜MsP 間に層位するテ フラ  は，斜方輝石 をほとん ど含まず ， 緑色普通角閃石 と不透 明鉱物・

カミン グト

ン 閃石 を主体とする重鉱物組成を示す ．近 畿地 方で は，K −Ah 〜AT 間に層位し，
こ の ような重鉱物組成を示す

テ フラとして ， 阪 手火 山灰 （吉川 ほ か，1986）が知られ てい る．近畿地方 に分布する主要なテ フ ラの 大半が 記載
された琵 琶湖高島沖ボー

リン グコ ア （図 1）で は，阪手火山灰 は BT6 火山灰 降灰 層準に対比されて い る （吉川 ・

井 口 ，1991）．吉川 ほか （1986）に よれば，阪手火 山灰 はやや ゴ マ シ オ状の 層相を示す火 山灰 で あり，軽・重鉱
物を主体として構成され，10％前後の 火 山ガラス を伴い ，軽鉱物として石 英を含む ．火 山ガラス は無色透 明〜

白色 の 中間・多孔質型で 屈折率は n＝1．498−1．503（L500）である．重鉱物組成は角閃石 族を主体とし，微量 の 黒

雲母を含む ．BT6 火 山灰 降灰層準 では，粒子組成に占める火 山ガラス の 割合が 58°

／。 ，重鉱物組成に 占める黒
雲母 の 割合が 16％と多くなり， 火 山ガラス は 中間型 ・多孔質型 ・そ の他の ガラス から構成され ， 火 山ガラス の 屈
折率は n＝1．498−1．501（1．498−1500）で ある（吉川 ・井 口 ，1991）．こ の ように模式地 の 阪 手火 山灰 やそ の 対比層
におい てカミン グトン閃石が識別されてお らず ，緑 色普通 角閃石 やカミン グトン 閃石 の 屈折率も測定され て い な

い ため対比の確度は落ちるが ，テ フラ  の層位，重鉱物組成 ， および火 山ガラス の形状組成と屈折率は ， 阪手

火 山灰 の 特徴と酷似 して おり（表 2）， 両者 は対比 可能で あると判断で きる．

　阪手火 山灰 は ，三 甑火 山を給源とする三 瓶浮布テ フ ラ（SUk ：町 田
・新井，1992）に対比 されて い る（町 田 ・新

井 ， 2003）．しか し，中国地方か ら近畿地方 にか けて記載された SUk と阪手火山灰 で は，火山ガラス の 屈折率や
重鉱物組成 に相違が認 められる （吉川 ほか ， 1986；野 村・田 中，1987；吉川 ・井 口 ，1991 ，1993 ；野 村ほか ，
1995；加 藤 ほ か ，1996）．SUk に含まれ る火 山ガラス の 屈折率 は n・・1．505 −1507 （L506）で あり（町 田 ・新井，
2003），阪手 火 山灰 に含まれ る火 山ガ ラス の 屈 折率範囲 （n ＝1．498−1503）に比 べ て ，か なり高 い ．加藤 ほ か

（1996）は ， 神戸市で発見された SUkに類似したテ フ ラがカミン グトン閃石 を少量含む こ とか ら，　SUk 直下の 浮布

火砕流堆積物 （Ul：松井 ・井上 ，1971）の遠方堆積相とみなしたが ， 福岡 ・松井 （2002）は SUk の 上部 ユ ニ ッ トの
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マ トリクス にもカミン グトン 閃石 が含まれ て お り， 神 戸市の テ フラも SUk に対 比できると述 べ た，

　テ フ ラ  につ い ても ， 火 山ガラス の 屈 折率は SUk に含まれる火山ガラス の 屈折率とは異なる．しかし ，
　SUk の

緑色普通角閃石 の 屈折率は n2 ＝L672−1．678（1．675）（加藤ほか ，1996）， あるい は n2＝1．671−1．675（L673）（町

田
・新井，2003），カミングトン閃石 の 屈折率は n2＝1．660−1．665（町 田・新井 ， 2003）であり，　SUkとテ フラ  とで は，

火 山ガラス の 屈折率以外 の 岩石 記 載的特徴が良く
一

致する．野村ほ か （1995）は ，SUk の 火 山ガラス の 屈折率

は下部で n ＝1．503−1．507，上部で n＝1．498−1．503 で あると記載して お り，上部ユ ニ ッ トで火 山ガラス の 屈折率が低

い 可能性を示唆してい る，したが っ て，テ フ ラ  や阪手火 山灰 が SUkの 上部ユ ニ ッ トに対比 されるとすると，火 山

ガラス の屈折率も 3者で良く
一

致して い ることになる．以上 の 点から，テ フ ラ  と阪手火 山灰は ，い ずれも SUk の

上部 ユ ニ ッ トに対比 可能で あるとい える．そして，SUk は上部 ・下 部 ユ ニ ッ トでカミン グトン 閃石 の 含有量や火 山

ガラス の 屈 折率が異なっ てお り， 中国地方か ら近畿地方西部に か けて は下部ユ ニ ッ トが厚く分布し，より遠方 の

近畿地方中・北部には，上 部ユ ニ ッ トが薄く，広 く分布して い るもの と考えられる．

　VI．大 沼湿原 堆積物に挟まれ るテフラの 推定噴出年代

　大沼湿原の 深度約 17m まで の 細粒堆積物 中には合計 6 層の テ フ ラが挟まれ てお り，上位の テ フ ラより，　K −Ah ，

SUk ，　MsP ，
　Sh ，

　AT ， および Nh に対比 できることが 明らか になっ た ，一方，深度約 17m 以浅の 堆積物中からは，

23 層準で 層位的に矛盾の ない AMS 一且4C
年代が得られ て い る（表 L 図 2）．本章では，これ らの AMS 一且4C

年代

に基 づ い て，正 確な噴出年代が推定され てい ない
， あるい は加速器質量分析法による

14C
年代測定に基 づ く噴

出年代 の 推定がなされ て い ない SUk ，　MsP ，　Sh，　Nh の噴出年代を検討した ，さらに従来の 研 究（松本ほか ，

1987 ；村 山ほ か ，1993など）との 比較の ため，AT の 噴出年 代につ い ても検討してみた，これら 5層の テ フ ラの 噴

出年代推定にあたり，OB2 コ ア の 深 度 4m 以 浅の 4層準から得られたAMS −14C 年代 ，　OB3 コ アか ら得られた 14

層準 の AMS −14C 年代 ，
　OB4 コ ア か ら得 られた 1層準の AMS −14C 年代を用い て，湿 原堆 積物 の 堆積速度曲線を

作成した （図 4），この堆積速度曲線に 基 づ き，各年代 の 得られた層準問 の 堆積速度を一定と仮定し，5 層の テ

フ ラの 噴出年代を算出する，

Nh （テフラ  ：OB3 コ ァで深度 12．663〜12．635m ）

　Nh は ，　OB3 コ ア から得られた AMS −14C 年代に基づ い て噴 出年代を推定した．　OB3 コ ア で は，　Nh 直下 の 深

度 12．750m 層準か ら35，780 ± 161　
i4CyBP

，上位の深度 ll．775m 層準から 34，418± 14414CyBP の ，それぞれ

AMS −14C 年代が得 られ て い る．これ ら 2 層準 問にお い て 厚 さ 1cm の 堆積物 の 堆積に要する時間は，　AMS −14C

年代にお ける標準誤 差 （1 σ ）を考慮すると10．944〜17．097 年／ cm （中央値は 13．969 年／cm ）であり，Nh の 降

灰 した深 度 12．663m の 年代は 35
，
523 〜35

，
79114CyBP （中央イ直は 35，65814CyBP ）と算出され る．テ フ ラ降灰 層準

や年代測定層準の 認定精度 は ± 3cm 程度 （サブ ・サン プリン グの 最大問隔）と考えられるこ とか ら，算出値には

30〜50 年 の サブ ・サ ン プリン グ誤 差が含まれる．したが っ て Nh の推 定噴出年 代を ，
35，660 ± 200　i4cyBP と推定

した ．OB2 コ ア で は ，　Nh （テ フ ラ  ）降灰層準 （深度 12．68m ）の 28cm 上位 の 層準 （試料 No．　IO）にお い て 34， 994
± 227　i4cyBP の AMs 一量4c

年代が 得られ て お り（表 2），Nh の 推定噴出年代と整合的である．

AT （OB3 コ アで深度 7．399〜7．100m ）

　AT の 噴出年代は ，　OB3 コ ア で MsP （深度 6．675〜6500m ）中に含まれ る木 片の AMS −14C 年代 （23，
947± 67

14CyBP
）と，　AT （深 度 7．399〜7．100m ）下位の 深 度 7．973m に おける木片の AMS 一且4C

年代 （26，267± 8014CyBP ）

に基づ い て ， 厚さ29．9cm の AT お よび厚さ 7．5cm の Sh が瞬時に堆積し， 残 りの 細粒堆積物が
一

定速度で堆積

したと仮定して算出した ．結果として 得られた AT の 推定噴 出年代は，24，
814〜24

，
837　i4CyBP （中央値は 24，826

14CyBP
）で ある．サブ ・サ ン プリン グによる年代誤 差 （70〜80 年）を考慮して，本研 究で は Ar の 噴出年代を

24，830 ± loo　14cyBP
で あ ると推定する．この AT の 推定噴 出年代は，松本ほか （1987）の 液体シ ン チ レ

ー
シ ョ ン

法 に よる
14c

年代 （24，720± 290　i4cyBP ）とは誤差範囲内で
一

致して い るが，村山ほか （1993）によるAMs −14c 年

代 （24，
330± 23014cyBP ＞よりは若干 古い ．　Ar に つ い て得られた AMs −14c 年代は 24，000 〜25

，
00014cyBP 問に

まとまるとされ て お り（町 田 ・新井，2003）， 本研究の 結果も，この 報告と整 合的で ある，

Sh （OB3 コ アで深度 6．900〜6．825m ）

sh の 噴出年代は AT と同様に して求めたところ，24，280〜24，367　
i‘cyBP （中央値は 24，32414cyBP ）と算出され

る．サ ブ・サ ンプリン グによる年代誤 差 （70〜80 年）を考慮して，sh の噴出年代を 24
，
320± 15014cyBP で あると

推定する，
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図 4 大沼湿原堆積物にお ける深度とAMS −14C 年代の 関係

　深度 17m 以浅 の 堆積物 につ い て得られた AMS −i4C 年代 とテ フ ラ（K −Ah，　SUk ，
　MsP ，

　Sh，　AT および Nh ）の

層準を示 した．
Fig．5　Relationships　between　depths　and 　AMS −i4C 　dates　in　the　Ohnuma 　Moor 　sediments 　shallower 　than　17meters
with 　horizons　ofsix 　tephra　layers　correlated 　with 　the　K −Ah，　SUk，　MsP，　Sh，　AT 　and 　Nh．

MsP （OB3 コアで深度 6．675〜6．500m ）

MsP に つ い て は，　OB3 コ ア で MsP 中 （深度 6．675〜 6．500m ）に含まれ る木片から 23
，
947± 67　i4CyBP

，
　OB2 コ

アで MsP 直上 に含まれ る木片から 24
，
067土 s5　i4cyBP

の AMs −14c 年代が ，それぞれ 得られ て い る．したがっ て
MsP の 推定噴出年代は 23

，
880 〜24，15214CyBP の 間で あると考えられ ， 両者の 平均値とAMs −14c 年代 におけ

る標準誤差（1 σ ）を考慮して ，MsP の 噴出年代を 24，000± 15014cyBP と推定する．なお MsP に つ い て は，サ
ブ ・サン プリン グによる年代誤差を考慮する必要 は な い ．

SUk （テ フ ラ  ； OB4 コ ア で深度 4．700〜4．685m）
SUk に対比 されたテ フラ  で は，　OB4 コ ア でテ フ ラ層準 の約 16cm 上位の 深度 4．542m 層準か ら 15

，
982 ± 42

14cyBP
の AMs −14c 年代が得られ て い る，　oB3 コ ア で は，堆積物粒 子 の粒度組成や重鉱物組成の 変動か ら深

度 4．700m にテ フラ  の 降灰層 準が認 定でき，そ の 8cm 上位の 深度 4．620m 層準から 16
，
432± 4314CyBP の

AMS −i4C 年代が ， 下位の 深 度 5．588m の層準か ら20
，
191± 5314CyBP の AMS −i4C 年代が ， それぞれ得られて

い る．したが っ て，これらAMS −14C 年代が得 られた 2 つ の 層準問に お ける厚 さ lcm あたりの 堆積年代は 37．841
〜39．824年／ cm （中央値は 38．833年／cm ）と算出され，深度 4．700m に お け るテ フ ラ  ， すなわち SUk の噴 出
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年代は ， 16，708〜16，778　
i4cyBP

（中央値は 16
，
74314cyBP ）の 間で あると推定され る．他の テ フ ラと同様 にサブ ・

サ ン プリン グの誤差 （llo〜 120年）を考慮して ，　suk （阪手火 山灰）の 噴出年代を 16，740± 15014cyBP であると

推定する．

　 以上 の ように ，大沼湿原堆積物に挟まれる 5 層 の テフ ラの 噴出年代は，下位より順 に Nh が 35，660± 200
14CyBP

，
　AT が 24

，
830 ± 100

’4CyBP
，
　Sh が 24

，
320± 150 ’4CyBP

，　M ・P が 24
，
000± 150 ’‘CyBP ，

　SUI・ が 16，740
± 150　i4CyBP で あると推定された，　AT に関して は，これまで の 報告と矛盾 の ない 噴出年代が推定された．　Nh は，

本研究により初めて噴出年代が推定され たもの で ある，Sh
，
　MsP や SUk の 噴出年代に関連して は ，これまで に

い くつ か の 報告がある．

　野 村・
田中（1986）は，兵庫県東部で 記載した b火 山灰を Sh

，
　Od

，
　Uh の い ずれ か に 対比 できる とし，そ の 直上

に堆積する木片から24，300± 410　
i4cyBP

の
， β線計測法に よる

14c
年代を得て い る．加藤ほ か （2004）によれ ば，

カミングトン 閃石 を含まない b火山灰 は Shに対比可能である．本研究による Sh の 推定噴出年代は 24，320± 150
14CyBP

であり，上記の
14c

年代とは整合的で ある．

　suk 直下の ul に含まれる炭化木片か らは ， 16，000± 40014cyBP （松井・井上，1970），14，
780± 40014cyBP

（服部ほか ， 1983）， 16，400± 14014cyBP （林・三 浦，1987＞の
14c

年代が得られて お り，　suk は 1．5〜L6 万年前

に噴 出したと推定されて い る（松井 ・井上，1971），神戸市で発見され ， Ul の 遠方堆積相とされたテ フ ラの 直上と

直下の泥炭質シ ル トからは，15，740± 8014cyBP お よび 15，490± 12014cyBPの
14c

年代が得 られて い る（加 藤

ほか ，1996）．さらに野村ほか （1995）は，suk 噴出年代を 15
，
800± 25014cyBP の

14c
年代の 直後と推定した、こ

れらの β線計測法による
且4c

年代 に基づ けば，　suk の噴出年代は 15，500〜16，500　
i4cyBP

であるとみなして 良

い ，本研究で 得られ た suk の 推定噴出年代は 16，740± lso　i4cyBP であり，これは AMs −14c 年代に基 づ い て い

る．本年代は，β線計測法による推定年代よりは最大で 1000 年ほ ど古く推定されてい るが ， Ul に含まれる炭化

木片から得られた 2 つ の
14C

年代とは誤差範囲で ほ ぼ一
致してお り，大きな矛盾はない ．

　野村ほか （1995）は ，MsP 直上 の 有機質シ ル トにつ い て得られ た 17，400±
1

嫩014cyBP
頃に，　MsP が噴出した

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 cyBP および 18，600± 205　i4cyBP のとしてい る，MsP の 上位の 腐食質粘土，下位の 泥炭か らは 16
，
200± 36014

14C
年代が得られて おり（野村 ・

田中，1986），野村 ほか （1995＞の MsP の 推定噴出年代は，これら2 つ の 中央値

と
一

致して い る．これ らの β線計測法による
14c

年代によれば MsP は 16
，
500〜i8

，
soo　i‘cyBP に噴出したとされ ，

これ は本研究にお い て推定した MsP の 噴出年代 （24，
000± 15014cyBP ）に比 べ て，5，500〜7，500年も新しい ．

AT の 噴出年代に関しては，β線計測法により得られ た
14C

年代が液体シン チ レーシ ョ ン法や AMS 法により得ら

れ た
14C

年代より，
一

般に 2
，
000〜3

，
000年新しくなる（町 田

・新井 ，2003 ）が，　MsP の 推定噴出年代の 違い は，こ

うした手法の差異で は説明しがたい ほどに大きい ，

　野 村ほ か （1995）は ，岡 山県北部の細池湿原 に お い て ，
MsP に対 比 したテ フ ラ Hs −4 直上 の

正4C
年代測定 に基

づ い て MsP の 噴出年代を推定してい る，同湿原にお い て Hs−4 と同様に MsP に対比されたテ フ ラ Hs−9 の 下位

には ，
Uh に対 比 され たテ フラ Hs−10，さらに A ］「に対比されたテフ ラ Hs −10 が直接累重して おり，これは大 山火

山近 傍に おける AT〜MsP の 層序や大沼湿 原にお ける AT ，　Sh，　MsP の 層序と良く
一

致する，しか し，　Hs−4 の 下

位 には Uh や AT は認められず ，
　Hs−4 が 二 次的堆積層で あるか，　MsP より新しい テ フ ラである可能性を示 して い

る．野 村・
田中（1986）で MsP に対比 された c 火山灰 では，カミン グトン閃石 の 含有が記載され てい な い ，　MsP の

上 位には ， カミン グトン 閃 石 の 含有量を除くと，岩石 記載的 特徴 が MsP の それ に酷似する大山鏡 ヶ 平テ フ ラ

（DKg ：町 田
・新井，1979）があり，重鉱 物 組成や 火 山ガラス や斜方輝石 ，緑色普通角閃石の 屈折率の み からは，

c 火 山灰を MsP に対 比 するこ とは困難で ある．さらに 野村 ・田 中 （1986）で は ，
　c 火 山灰 の 30cm 上位で 11，700 ±

95　
i4CyBP

の
14c

年代測が得 られ て お り，　c 火 山灰降灰 後の み か け堆積速度が異常に小さい ．年代測定に用 い

られた試料が泥炭と腐食質粘±であるこ とから， 若 い 炭素の 混入 に より
14C

年代が若返 っ て い る可 能性が考えら

れ る．さらに MsP の 上位 に層位する草谷 原軽石 （KsP ：津久井 ， 1984）の 直上を覆う弥 山火砕流 （MiF ；津久井，

1984）中の 炭化木片からは，18，
loo± 18014cyBP （三 浦・林，1991）や 17

，
200± 40014cyBP （山陰第四紀研究グ

ル
ープ

，
1969）の

14c
年代が得られ て お り，

　KsP は 18，000
’4cyBP

頃に降下したと考えられてい る（三浦 ・林，

1991）．i7，400　
i4cyBP

頃とい うMsP の 噴出年代 （野村ほ か ，1995 ＞は ，この ように 大 山火 山近傍に お い て 上位 の

テ フ ラか ら得 られた
14C

年代とも逆転して い る．

　以上 の ように 17
，
400　

i‘cyBP 頃とい うMsP の 噴出年 代（野村ほ か ，　 1995＞は 明らか に新しく，年代推定の根拠と

なっ た テ フ ラの 対比や ， 得られた
i4C

年代の 妥当性に問題 が残 され て い る．こ れ らが本研 究にお ける MsP の 推

定噴出年代との 大きな差をもたらした原因で あると考えられ る，
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V皿．ま と め

　兵 庫県北部の 中国 山地東部に位置する大沼湿原の堆積物 中には ， アカホヤテフ ラ（K −Ah ）と姶良 Tn テ フ ラ

（AT ），大山上 部火 山灰 層 中の 下 の ホ ー
キ火 山灰 （Sh）や弥 山軽石 （MsP ）が挟まれ て い る．本研 究で は，大沼

湿原の 堆積物 中に新たに 2 層 の テ フ ラ薄層を発見 し， これ らを大 山中部火 山灰層 中の偽ホー
キ火山灰 （Nh ）と

三瓶 火山起源の 三 瓶浮布テフ ラ（SUk ）の 上部 ユ ニ ッ トに対比 した．近畿地方北部で の Nh とSUk の 発見 により，
Nh が 大山火 山の 東方約 80km付近 まで分布することや，　SUk 上 部ユ ニ ッ トが近畿地方 中・北部の 広 い 範囲を覆
っ て い る可能性 が高い ことが明らか になっ た．

　次に新たに同定・対 比 した Nh と SUk ，および AT，　Sh，　MsP の 5 層の テ フ ラに つ い て ，大沼湿原の 深度 17m
以浅 の 堆積物から得られた 23層準の AMS −14C 　e 代を用い て ，噴出年代を推定した，　AMS −14C 年代の 得られた
層準間の 堆積速度を

一
定と仮定して推定したテフ ラの 噴出年代は，下位より順に Nh が 35，660± 200 且4cyBP

，
AT が 24

，
830± iOO　i4CyBP

，
　Sh が 24，320± 150　’‘CyBP ，　M ・P が 24，000± 150 且4CyBP

，　SUk が 16，740 ± 150
14cyBP

で ある．　AT ，　sh，　suk につ い ては，これまで の推定噴出年代と大きくは矛 盾しな い 年代が推定された．し

か し，MsP の 噴出年代は 5，500〜7
，
500 年も古く推定された，この違い は，β線計測法とAMS 法により測定され

た
14C

年代では ， 後者 が系統的に古く測定される例が多い とい う年代測定手法間の 差異で解釈できない ほど大
きい ．この 原因は，噴出年代が推定されたテ フ ラと MsP との 対比や，年代測 定に用 い られた試料の 質に 問題が

あっ たためと考えられる．
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Correlation and  AMS-i4C  dating of  the Late Pleistocene [Ilephra Layers in the

  Ohnuma  Moor  Deposits in the Eastern Part of  the Chugoku  Mountains,

                              Western Japan
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  4) Nagoya  University Center for Chronological Research; Furo-cho, Chikusa-ku, Nagoya, 464-8602 Japan.

    
5) Kyoto  Fission-Track Co,, Ltd.; Ohmiya  Minamitajiri-cho 44-4, Kita-ku, Kyoto, 603-8832 Japan.

    The  Ohnuma  Moor  in the eastern  part of  the Chugoku  Mountains, western  Japan, is located about  80-km

west  of  Daisen Vblcano and  more  than 100-km west  of  Sambe  Vblcano. The moor  has thick sediments  more

than 65 meters  which  are  composed  of  finer peat and  organic  clay  and  silt above  about  17 meters  in depths, and  of

coarser  sand  and  gravels below. The finer part contains  four tephra layers that were  correlated  with

Kikai-Akahoya Vblcanic Ash  Bed  (K-Ah), Daisen-Misen Pumice  Bed  (MsP), Daisen Shitano-hoki Vblcanic Ash
Bed

 (Sh), and  Aira-Tbuizawa lvblcanic  Ash  Bed  (AT) in descending stratigraphic  order. We  have newly  found
two

 volcanic  ash  Iayers between the K-Ah  and  MsR  and  below the AT  in the finer sediments.  Based on  the

petrologic characteristics  ofthese  two  tephra layers, the upper  tephra layer is correlated  with  the Sambe Ukinuno
Vblcanic

 Ash  Bed (SUk), and  the lower is correlative  to the Daisen Nise-hoki Vblcanic Ash  Bed  (Nh). The
eruptive  ages  of  five tephra layers except  for the K-Ah  are estimated  en  the basis of22  AMS-i4C  dates obtained

for the moor  deposits above  17 meters  in depths, with  the assumption  of  a  constant  sedimentation  rate between
horizons where  the AMS-i4C  dates are measured.  As  the results,  the estimated  eruption  ages  of  the SUk, MsR
Sh, AT, and  Nh  are  16,740 ± 150 

i"CyBR
 24,OOO± 150 i4CyBR  24,320 ± l50 i4CyBP;  24,830± 1OO 

i"cyBFI
 and

35,660± 200 
i4CyBe

 respectively.  The  estimated  ages  are  in good  agreement  with  the results  of  the previous
studies, althougl)  the MsP  is considered  to have erupted  at the age  by 5,500 to 7,500 years older  than the previous
estimated  age  of  16,500 to 18,500 

i4CyBR
 This may  be resulted  from mismatching  oftephra  correlation  andlor

pollution ofmaterials  used  for the i4C-age  determination in the previous studies.

Key  words:  [rbphra correlation,  AMS-i4C  dating, Eruption ages,  Ohnuma  Moor, Daisen lvblcano,  Sambe  Nblcano.
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